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(トップページ：http://mylibrary.maeda1.jp/ )  

（五大石油会社の業績比較：http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html ）  

（石油：http://mylibrary.maeda1.jp/oil.html ） 

マイライブラリー：０４４０ 

 

(注)本稿は 2018 年 5 月 7 日から 17 日まで 6 回に分けて「内外の石油情報を読み解く」に掲載した

レポートをまとめたものです。 

 

油価堅調で売上、利益ともに上昇傾向：五大国際石油企業２０１８年１－３月期決算速報 

2018.5.20 

前田 高行 

 

目次         頁 

１． 五社の１－３月期業績比較     ２ 

２． ２０１７年第１四半期以降の四半期別業績の推移   ５ 

 

 

 スーパーメジャーと呼ばれる五大国際石油企業(ExxonMobil、Shell、BP、Total 及び Chevron)の１

－３月期決算が相次いで発表された。ここでは売上高、利益（総合及び上流部門、下流部門）、売

上高利益率、設備投資および石油・天然ガス合計生産量について各社の業績を横並びで比較する

とともに各社の四半期決算の推移を検証する。 

 

 決算の詳細は以下の各社のホームページを参照されたい。 

ExxonMobil： 

http://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-release-first-quarter-2018-financial-resul

ts 

Shell： 

https://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2018/first-quarter-2018-results-announ

cement.html 

BP： 

https://www.bp.com/en/global/corporate/media/press-releases/first-quarter-2018-results.html 

Total： 

https://www.total.com/en/media/news/press-releases/2018-first-quarter-results 

Chevron： 

https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-first-quarter-net-income-of-3-6-billion 

 

 なお前期(２０１７年１０－１２月期)、２０１７年通期及び２００９年から２０１７年までの通年の業績比

http://mylibrary.maeda1.jp/
http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html
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https://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2018/first-quarter-2018-results-announcement.html
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https://www.bp.com/en/global/corporate/media/press-releases/first-quarter-2018-results.html
https://www.total.com/en/media/news/press-releases/2018-first-quarter-results
https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-first-quarter-net-income-of-3-6-billion
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較は下記レポートを参照されたい。 

http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html 

 

１． 五社の１－３月期業績比較 (末尾表 1-D-4-22参照) 

五社を横並びで比較すると売上高、総合利益、下流部門利益及び天然ガス生産量では Shell が

トップである。しかし上流部門利益、設備投資、原油生産量および原油と天然ガスを合計した生産

量の各部門ではExxonMobilが、また売上高利益率はChevronがトップである。今期は上流・下流部

門を含め各社とも安定した利益を計上している。原油生産量では ExxonMobil がずば抜けて大きく、

天然ガス生産量では Shell と ExxonMobilがほぼ同量で他の３社を大きく引き離している。 

 

(売り上げは各社とも前年同期比で二桁の増収率！) 

（１） 売上高 

２０１８年１－３月の売上高は５社

ともに前年同期に比べ二桁の増収

率である。各社の原油・天然ガス生

産量は一桁台の増減にとどまってお

り（本稿下記参照）、従って売り上げ

の上昇は原油価格が堅調に推移し

たためと考えられる。因みに Shellの

決算資料で見ると、昨年第１四半期

はバレル当たり平均４８.４ドルであっ

たものが、今期は６０．６６ドルに上昇している。２０１１年あるいは２０１２年のピーク時には年間平

均価格が１００ドルを超えたが、昨年第一四半期はほぼ２分の１、今期は６割まで戻っている。原油

価格の上昇がそのまま各社の売上高の増加に反映されたと言えよう。 

 

各社の売上高および対前年同期の増加幅は、ExxonMobil が６８２億ドル(１６％増)、Shell８９２億

ドル(２４％増)、BP ６８２億ドル(２２％増)、Total ４９６億ドル(２１％増)、Chevron ３７８億ドル(１３％

増)であった。 

 

（２）総合利益  

今期は５社ともに利益を計上して

おり、また Total 以外の４社は前年

同期を上回る利益を計上している。

利益額が５社の中で最も大きいの

はShellの５９億ドルであり前年同期

（３５億ドル）の１．７倍である。Shell

に 次 い で 利 益 が 多 い の は

ExxonMobil の４７億ドルであり、同

社の場合は前年同期比１６％増で
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ある。Chevron、Total 及び BP の利益はそれぞれ３６億ドル、２６億ドル及び２５億ドルであり、前年

同期に比較すると Totalは８％の減益であるが、Chevron、BP は３６％及び７０％の増益である。 

 

（３）上流部門と下流部門の利益 

利益を上流部門(石油・天然ガスの開

発生産分野)と下流部門(石油精製およ

び製品販売分野)に分けて比較すると、

まず上流部門では ExxonMobil(３５億ド

ル)、Chevron(３４億ドル)、BP（３２億ド

ル）の３社が３０億ドル台の利益を計上

して並んでいる。 

 

これに次ぐのが Total の２２億ドルで

Shellは５社中では最も少ない１９億ドルである。Shellの前年同期はマイナス５億ドルで５社中、唯一

上流部門で欠損を計上したが、今期はプラスに転換している。とは言え５社の中で利益水準が最も

低く同社の上流部門は脆弱と言えよう。 

 

下流部門は全社利益が計上している

というものの、いずれも上流部門の利益

を下回っており、また前年同期と比較す

ると横ばいであった BP を除き他の４社

はいずれも２０％～３０％低下している。

上記（１）の売上高で触れた通り、原油

価格が前年１－３月期の平均４８ドルか

ら今期は６１ドル上昇したため下流部門

の利益が圧迫されている。 

 

５社の中で下流部門の利益が最も高かったのは Shell の１８億ドルである。同社上流部門の利益

が５社の中で最も少ない(上記)のと対照的である。Shellに次ぐのがBP(１７億ドル)であり、その他の

３社の利益は一桁台(７乃至９億ドル)であった。これら３社の下流部門の利益は上流部門のそれの

２分の１以下である。歴史的に見ると五大国際石油企業は２０１４年に原油価格が１００ドルを超え

るまで上流部門の利益が下流部門を上回る時代が長く続き、その後一転して原油価格が暴落した

２０１５～１７年は下流部門の利益が上流部門を上回った。そして原油価格が高値安定している現

在は再び上流部門が利益の源泉になっている。 

 

なお上記（２）総合損益は各社によって石油化学品部門あるいはその他の損益を含むため上・下

流部門の利益の合計額とは一致しないケースがある。 

 

（４）売上高利益率  
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売上高利益率は Chevron が９．６％と最も高く、ExxonMobil ６．８％、Shell ６．６％、Total ５．

３％と続いている。利益率が最も低い BP は３．６％である。利益率は各社とも前年同期に比べ大き

な変化は無く、Total が６．９％→５．３％に若干悪化しているが、その他４社は前年と同等もしくは改

善している。 

 

 

（５）設備投資 

 ２０１８年１－３月期の各社の設備投

資額はいずれも４０億ドル前後である。

最も多いのは ExxonMobil の４９億ドル、

これに次ぐのが Shell の４８億ドルであ

る。Chevron 及び Total の設備投資額

は４０億ドル台前半であり、最も少ない

BP は３６億ドルである。前年同期と比

較すると Totalは８億ドルから５倍以上

の４１億ドルに増加している。その他

の４社は大きな変化は見られない。 

 

（５）原油・ガス生産量 (末尾表 1-D-4-22参照) 

 今年１－３月の原油生産量はＥｘｘｏｎ

Ｍｏｂｉｌが平均日産量２２２万バレル(以

下 B/D)で５社の中では最も多い。その

他の４社はいずれも２００万 B/D 以下

であり、Shell が１７９万 B/D、Chevron 

１７５万 B/D、Total は１４８万 B/D、BP 

は ExxonMobil の６割弱の１３２万 B/D

で ５ 社 の 中 で は 最 も 少 な い 。

ExxonMobil は世界各地で万遍なく原油

生産をおこなっており他社を圧倒している。前年同期と比較すると ExxonMobil、Shell及びBPは５％

程度減少しており、一方 Chevronは３％増、Totalは１４％増であった。 

 

0

50

100

国際石油企業の設備投資(億ドル)

今期（2018.1-3月) 前年同期(2017.1-3月)

0

2,000

4,000

6,000

２０１６年１－３月期原油・ガス生産量

(石油換算1,000B/D)

ガス生産量

原油生産量



 5 / 11 

 

 天然ガスの生産量は Shell と ExxonMobil がそろって１００億立方フィート(以下 cfd)を超える生産を

誇っている。残る３社は BP が７５億 cfd であり Total、Chevron は６６億 cfd と上位２社の６割強にと

どまっている。前年同期に比べると BP は２９％、Chevron１４％、Shell は ９％それぞれ増加してい

るが、ExxonMobilは８％減、Total も３％減少した。 

 

 天然ガスを石油に換算した原油・天然ガスの合計生産量では ExxonMobilは３８９万 B/Dでこれに

次ぐのが Shell の３８４万 B/D である。その他の３社はいずれも２７０万 B/D 前後である。石油と天

然ガスの比率を見ると、Chevron は石油６１％、天然ガス３９％であり５社の中では石油の比率が最

も高い。ExxonMobil、Total 及び BP３社も石油の比率が天然ガスを上回っており、それぞれ石油５

７％：天然ガス４３％、石油５５％：天然ガス４５％、石油５１％：天然ガス４９％である。しかし Shellの

みは天然ガスが石油を上回っており、石油４６％：天然ガス５４％である。Shell は最近特に天然ガス

に力を入れているようである。 

 

２．２０１７年第１四半期以降の四半期別業績の推移 

五社の売上高、利益（全体、上流部門および下流部門）、設備投資、原油・天然ガス生産量に関

する２０１７年１-３月期以降今期までの四半期ごとの業績推移は以下の通りである。 

 

（１） 売上高の推移 

 ２０１７年第１四半期から２０１８

年第 1四半期に至る四半期ベース

の売上高は原油価格の上昇を受

けて各社とも増収基調にある。５社

の中では Shell が７１８億ドル(’17 

1st Qtr)→７２１億ドル(2nd Qtr)→７５

８億ドル(3rd Qtr)→８５４億ドル（4th 

Qtr）→８９２億ドル(’18 1st Qtr)と５

期連続で売り上げトップを続けて

お り 、 し か も ２ 位 、 ３ 位 の

ExxonMobil 及び BP との格差は拡

大する気配がある。Shellに次ぐのが ExxonMobilでありその売上高は５８７億ドル(’17 1st Qtr)→６２

９億ドル(2nd Qtr)→６６２億ドル(3rd Qtr)→６６５億ドル（4th Qtr）→６８２億ドル(’18 1st Qtr)である。また

BP の売上高は５５９億ドル(’17 1st Qtr)→５６５億ドル(2nd Qtr)→６００億ドル(3rd Qtr)→６７８億ドル

（4th Qtr）→６８２億ドル(’18 1st Qtr)であり、最近の２四半期は両者の売上はほぼ同額である。 

 

この間の四半期平均原油価格（１バレル当たり）の推移を Shell の決算資料で見ると４８．３６ドル

(’17 1st Qtr)→４５．６２ドル(2nd Qtr)→４７．０６ドル(3rd Qtr)→５５．２８ドル（4th Qtr）→６０．６６ドル

(’18 1st Qtr)であり、昨年第２四半期以降、原油価格は３３％上昇している。 

 

（２）利益の推移 
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 過去１年間の四半期ごとの利益水準は各社によって異なるものの、いずれも欠損を出すことなく、

昨年第２四半期以降は増益傾向にある。 

 

５社の中ではExxonMobilは４０億ド

ル(’17 1st Qtr)→３４億ドル(2nd Qtr)→

４０億ドル (3rd Qtr)→８４億ドル（4th 

Qtr）→４７億ドル(’18 1st Qtr)と毎期４

０億ドル前後の利益を計上、特に前

期(１７年第４四半期)は８４億ドルと他

社の２倍以上の利益を記録している。

Shell は 昨 年 第 １ 四 半 期 に

ExxonMobilに次ぐ３５億ドルの利益を

計上した後、第２四半期は２分の１以

下の１５億ドルの利益にとどまっている。しかしその後は５社の中で最も高い利益の増加率を示し今

期は ExxonMobilをしのぎ最高の利益を計上している。Chevronと Totalの昨年第１四半期の利益は

それぞれ２７億ドル及び２８億ドルであり、その後も大きな浮き沈みはなく安定した利益を計上してい

る。５社の中で利益水準が最も低いのは BP であり、５期のうちの２期は利益がほぼゼロに近く、今

期ようやく２０億ドルを超える利益を確保した。 

 

（３）売上高利益率の推移 

 １年前の昨年第一四半期の五社の利

益率は Chevronが８％と最も高く、次い

で Total６．９％、ExxonMobil６．８％で

あった。Shellは４．９％、BPは最も低い

２．６％にとどまっている。昨年第２四半

期は５社すべての利益率は低下した。

５％を超えたのは ExxonMobil 及び

Totalの２社にとどまり、BPの利益率は

０．３％であった。続く第３四半期には

利益率が回復したが、第４四半期には

各社の明暗が分かれ、ExxonMobilは１２．６％という高い利益率を示したのに対し Totalは２．２％、

BP は０％の利益率にとどまった。今期は ExxonMobil 以外の４社の利益率が向上、Chevron は５社

で最高の９．６％の利益率を達成した。これに対して ExxonMobil の利益率は Shell の６．６％をわず

かに上回る６．８％にとどまった。 

 

（４）部門別利益の推移 

（４－１）上流部門前年の２０１７年第１四半期の各社の上流部門の損益は Shell が欠損を計上、そ

の他の４社は利益を出している。利益が最も多いのは ExxonMobil の２３億ドルであり、Chevron、

Total、BP の３社は１３～１５億ドル程度の利益であった。第２及び第３四半期は Shell が引き続き欠
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損であり他の４社は利益が減少した。第３四半期の５社の利益水準は ExxonMobil の１６億ドルを筆

頭に最も低い Chevron の５億ドルまで各社ほぼ横並びとなった。 

 

第４四半期はExxonMobilとChevronの利

益がそれぞれ８４億ドル、５３億ドルと大幅

に伸びた一方、Shell、BP 及び Total３社は

横ばいとなり格差が拡大した。今期（２０１８

年第１四半期）は ExxonMobil、Chevron 及

び BP が３０億ドル超で並び、また Total と

Shellは２０億ドル前後である。 

 

 ５四半期を通じて各社の上流部門の利益

の推移を見ると、Shell が５社の中で最も利益水準が低く、同社の上流部門は他の４社に比べて見

劣りがする。 

 

（４－２）下流部門 

 下流部門は２０１７年第一四半

期から今年２０１７年第一四半期

までの５期連続して全社が利益

を計上している。２０１７年第一四

半期は Shellが２６億ドルと他の４

社を引き離して最も多く、次いで

BP が１７億ドル、ExxonMobil、

Total、Chevron の３社は１０億ド

ル前後で並んでいる。ExxonMobil

及び Chevron は第２、第３四半期

と連続して増益を記録、第３四半

期には ExxonMobil が５社トップの２６億ドルの利益を計上、次いで Shell、BP、Chevron の順で、

Totalのみは低迷し１０億ドルにとどまった。 

 

 しかし ExxonMobil及びChevronの利益は第４四半期、今年第１四半期と連続して急減、前年同期

を下回る結果となった。BP 及び Total も漸減傾向を示し、前年同期とほぼ同じ水準にとどまった。

Shell は第４四半期は利益が急落したものの、今期は１８億ドルの利益を確保し、５社のトップに返り

咲いている。Shell は上流部門の利益が他社に見劣りするが(上記４－１参照)、下流部門に強いよう

である。 

 

（５）設備投資の推移 

 ５社の四半期ベースの設備投資額は第４四半期のExxonMobil(９０億ドル)を除き、過去１年間を通

じて６０億ドルを下回る低い水準が続いている。２０１７年第１四半期の投資額は ExxonMobil、
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Chevron、Shell及びBPの４社が４０億ドル前後並んでおり、Totalのみ１ケタの８億ドルにとどまって

いる。第２四半期から第４四半期までの３期は Shell、Chevron、BP、Totalの 4社いずれもが 40億ド

ル前後で並び、金額の順位も変動が無かった。ExxonMobil は第 4 四半期に他社を大幅に上回る９

０億ドルの投資を行っている。今期(２０１８年第 1 四半期)の設備投資額は３６～４９億ドルと全社ほ

ぼ横並びの状態である。 

 

（６）原油・天然ガス生産量の推移 

（６－１）原油生産量 

 過去１年間の四半期ごとの原油生産

量の推移を見るとExxonMobilが他社を

引き離して 5 期連続でトップを守ってい

る。ExxonMobil の生産量は５社の中で

ただ１社２００万 B/D 台を維持している。

但し、同社の生産量は年間を通じて低

落傾向にある。ExxonMobil に次ぐ二番

手グループは ShellとChevronで、その

生産量は１８０万 B/D 前後である。両

社の差は 1年前の１６万 B/Dから今期

は３万 B/D まで縮まっている。BP と Total は１年前に１３０万 B/D 台でそれぞれ４番手及び最下位

でであった。しかしその後 Totalの生産量が増加、BPを追い抜いて４番手になり今期は１５０万 B/D

近くに達している。 

 

 ２０１７年第１四半期の各社の生産量は ExxonMobil が２３３万 B/D で Shell 及び Chevron はそれ

ぞれ１８７万 B/D及び１７１万 B/Dであった。これに次ぐ BPは１３９万B/D、Totalは５社の中で最も

少ない１３０万 B/D であり、これは ExxonMobilの２分の１強にとどまっている。 

 

 その後 ExxonMobilは第２四半期に２２７万 B/Dに下落、今年第１四半期は２２２万B/Dにとどまり

１年前に比べて生産量は漸減傾向にある。Shellも年間を通じて生産量は下落しており、昨年第４四

半期以降はそれまでの１８０万 B/D台から１７０万 B/D台に落ち込んでいる。これに対してChevron

は年間を通じてコンスタントに１７０万 B/D台を維持しており、その結果 Shellと Chevronの差はほと

1,000

1,500

2,000

2,500

2017 1st

Qtr

2nd Qtr 3rd Qtr 4th Qtr 2018 1st

Qtr

国際石油企業５社の原油生産量 (1,000 B/D)

ExxonMobil Shell BP

Total Chevron



 9 / 11 

 

んどなくなりつつある。 

 

BPは１年間を通じて生産量は横ばい状態である。これに対し１年前に最下位であった Totalはそ

の後５社の中で生産量が最も高い伸びを示し、昨年第１四半期の１３０万 B/D が今期は１４８万

B/D と１年間で１４％増加し、BPを追い抜き４位に浮上している。 

 

（６－２）天然ガス生産量 

 天 然 ガ ス の 生 産 量 は

ExxonMobilと Shellの上位グルー

プと BP、Total、Chevron の下位

グループの２極に分かれており、

上位２社がほぼ毎期日量１００億

立方フィート以上を生産し続けて

いるのに対して他の３社は６０億

立方フィート台の生産量にとどま

っている。 

 

 但し ExxonMobil と Shell の上位２社の天然ガス生産量は Shell が増加傾向にあるのに対して、

ExxonMobilは逆に減少気味であり、年々格差が広がりつつある。今期(２０１８年第１四半期)の生産

量は Shell の１１９億立方フィートに対し ExxonMobil は１００億立方フィートにとどまっている。Total、 

Chevron、BP の３社の生産量は年間を通じて横ばいでほぼ同量である。 

 

（６－３）原油・天然ガス合計生産量 

 天然ガスを石油に換算した原油・天

然ガスの合計生産量の推移を見ると

ExxonMobilは下降気味であるが、その

他の４社はわずかながら増産傾向が

見られる。２０１７年第１四半期の各社

の合計生産量は ExxonMobil が最も多

い４１５万 B/D で５社の中では唯一４０

０万 B/D 台であった。これに続くのが

Shell の３７５万 B/D、その他３社は

Chevron(２６８万 B/D)、Total(２５７万

B/D)及び BP(２３９万 B/D)であり BP は ExxonMobilのほぼ６割である。 

 

今年第１四半期の各社の生産量は、ExxonMobilが４００万B/Dを切り３８９万B/Dである。他の４

社は Shell ３８４万 B/D、Chevron ２８５万 B/D、Total ２７０万 B/D、BP ２６１万 B/D であり、全社

が２００万 B/D 台に並んでいる。対前年同期の増減率は ExxonMobil -６．３％、Shell +２．３％、

Chevron +６．６％、Total +５．２％であり、ExxonMobilのみが前年同期を下回り、その他４社は増加
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しているのが特徴である。 

 

 

以上 
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1-D-4-22 
    

(作成：前田） 

2018 年 1-3 月期国際石油企業の業績 

年   ExxonMobil Shell BP Total Chevron 

売上高(百万ドル) 

2018年 1-3 月 68,211  89,235  68,172  49,611  37,764  

前年同期 58,671  71,796  55,863  41,183  33,421  

増減(%) 16.3% 24.3% 22.0% 20.5% 13.0% 

総合損益(百万ドル）（＊） 

2018年 1-3 月 4,650 5,899 2,469 2,636 3,638 

前年同期 4,010 3,538 1,449 2,849 2,682 

増減(%) 16.0% 66.7% 70.4% -7.5% 35.6% 

上流部門損益(百万ドル)

（＊） 

2018年 1-3 月 3,497 1,854 3,174 2,183 3,352 

前年同期 2,252 ▲ 530 1,256 1,382 1,517 

増減(%) 55.3% -449.8% 152.7% 58.0% 121.0% 

下流部門損益(百万ドル)

（＊） 

2018年 1-3 月 940  1,806  1,713  720  728  

前年同期 1,116  2,580  1,706  1,023  926  

増減(%) -15.8% -30.0% 0.4% -29.6% -21.4% 

売上高利益率(%) 

2018年 1-3 月 6.8% 6.6% 3.6% 5.3% 9.6% 

前年同期 6.8% 4.9% 2.6% 6.9% 8.0% 

設備投資(百万ドル） 

2018年 1-3 月 4,867  4,789  3,586  4,139  4,405  

前年同期 4,169  4,306  3,823  780  4,392  

増減(%) 16.7% 11.2% -6.2% 430.6% 0.3% 

原油生産量(1,000B/D) 

2018年 1-3 月 2,216  1,785  1,319  1,481  1,753  

前年同期 2,333  1,866  1,389  1,303  1,708  

増減(%) -5.0% -4.3% -5.0% 13.7% 2.6% 

ガス生産量(100万 cfd) 

2018年 1-3 月 10,038  11,912  7,463  6,664  6,593  

前年同期 10,908  10,935  5,791  6,894  5,807  

増減(%) -8.0% 8.9% 28.9% -3.3% 13.5% 

同石油換算(1,000B/D) 

2018年 1-3 月 1,673  2,054  1,286  1,222  1,099  

前年同期 1,818  1,886  999  1,266  968  

増減(%) -8.0% 8.9% 28.7% -3.5% 13.5% 

原油・ガス合計生産量          

(石油換算 1,000B/D) 

2018年 1-3 月 3,889  3,839  2,605  2,703  2,852  

前年同期 4,151  3,752  2,388  2,569  2,676  

増減(%) -6.3% 2.3% 9.1% 5.2% 6.6% 

＊総合損益には石油化学部門あるいはその他の損益を含むため、上流部門・下流部門損益の合計額とは一致しない場

合がある。 


